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  総合政策 第○巻第○号(201●)  
ントであり、その集合体である生体での授受によ
り複雑な挙動を示すものと考えられた。従って、
従来のコンパートメントモデルは適用することが
できなかった。 
（4）ヒトのデータとの比較 
 C8Aの使用が自主規制される中、その代替品と
して今後環境中への負荷量が増加することが懸念
されているC6Aについて、本研究のデータとヒト
のデータを分析した先行研究のデータを比較した
ところ、ヒトには臓器によりC6Aが非常に蓄積さ
れることが報告されており、ほとんど蓄積されな
いラットとの間には大きな蓄積の差があることが
明らかとなった。一般的に短鎖の化学物質は長鎖
の化学物質よりも半減期が短いとされるため、炭
素数が 6つのPFAAのヒト体内における動態は、
C6Sも含め、非常に特異的である可能性が考えら
れた。ヒトにおけるC6Aの体内動態や毒性に関し
ては、今後さらなる研究が必要である。 
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